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やったね/

(県北中　ソフトポール部)

６月５日と６日に行われた伊達支部中体連のソ

フトボール競技は、国見町上野台運動公園・総合

運動場が会場でした。

県北中ソフトポール部は 、のぴのびプレ ーして

２位入賞 、県北大会へと駒を進めました。

おめでとう。



こ
の
嘔
業
は
、
柵
鳥
県
の
商
業
活
性
化
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
国

見
町
商
ｔ
会
（
紺
野
唹
二
郎
会
長
）
が
主
艇
し
、
国
・兒
町
を
は
じ
め
町
内
の
各

団
体
が
共
催
す
る
、
町
を
挙
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

人
型
店
の
出
店
や
消
費
の
多
様
化
な
ど
で
沈
滞
し
て
い
る
商
店
街
を
活
性
化

し
た
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、
国
兄
町
を
広
く
町
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
町
民

。
人

ひ
と
り
が
町
に
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
の
恥
役
と
し
て
の
認
識
を

深
め
る
よ
う
に
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

義
継
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
は
、
十
日
と
十
一
口
。
両
日
と
も
商
店
街
通
り
が
歩

行
者
に
開
放
さ
れ
、
野
菜
市
、
果
物
市
、
占
着
バ
ザ
ー
、
盆
踊
り
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
十
一
口
に
は
、
文
治
五
年
（

。
一
八
九
）
に
、
源
頼
朝
軍
と

奥
州
藤
原
泰
衝
川
が
び
樫
山
を
は
さ
ん
で
戦
っ
た
奥
州
合
戦
に
ち
な
ん
だ
武
者

た
ち
の
行
列
が
通
り
を
ね
り
歩
き
ま
す
。

｢厚樫山ウォーキング｣

◆8 月４日･日jl

◆受付時 二 6  時

◆発泗嵋所　観月台文化

センター

｢義経まつり｣

8月11 日(日)
●観月台公園

自衛疎音楽隊演奏会

jO 眄～;

出灣式と武者行列:  10 時

分･  日 時 30分の2肱

模擬合戦 い 4  30 分～:･

奥州合戦花火大会

( 20 時べ

◆商店街歩行者天国

11日の催しもの ー團催哺間は｡

10日と同じです。

｢義経まつり｣8 月10日(土)
◆観月台公園

自衛隊のジープで潭樫山ドライブ

（8眄～）

和太鼓競演(  10 時～）

体暇乗馬 い 0 時～）

茶屋開店

◆商店街歩行者天国

終日催事（10時～18 聘）

野菜市．果物市

古着バザー．がらくた市

ミニSL  ｢  井 費号」乗車会

時間差催事

勝ち豚投粟券発売「子豚レース」

jO 眄～）

樓稷飛ばし全国大会(  1 3 時～）

ウナギをつかもう会(  14 時～）

ストロー便って「ビール早飲み大

会」(  1 6 時～）

国見盆踊り 冂8眄～）



モモ栽培 34 年

新種開発の努力が実る

佐
藤
昭
元
さ
ん

福
島
県
農
業
賞
　
受
賞

モ
モ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
紅
国
見
」
を
開
発
し
た
佐
藤
昭
元
さ
ん
（
西
大

枝
字
牛
沢
2
1）
が
、
福
島
県
の
農
業
分
野
の
表
彰
で
最
も
権
威
の
あ
る
第
3
7回

福
島
県
農
業
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
2
0歳
で
農
家
を
継
い
で
3
4年
。
果
樹
農
家

と
し
て
の
苦
労
が
火
っ
た
う
れ
し

い
受
賞
で
す
。

六
月
ｔ

一
日
、
福
鳥
県
自
治
会
館
で

の
受
賞
式
に
出
席
し
た
後
、
冨
永
町
長

を
訪
ね
、
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
長
年
、
昭
元
さ
ん
を
支
え
て
き
た

和
子
さ
ん
も
同
席
。
と
も
に
受
賞
の
喜

び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

福
励
県

農
業
賞

は
、
地
域
の
リ

ー

ダ
ー
と
し
て
農
業
、
農
村
の
発
展
に
尽

く
し
た
農
家
を
た
た
え
、
一
層
の
農
業

振
興
を
図
る
こ
と
を
口

的
に
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
、
モ
モ

匸
一
五
町
、
ス
モ

モ

ー
五
Ｍ

を
栽
培
し
て
い
る
専
業
ａ

家
。

二
十
歳
で
農
家
を
継
い
で
か
ら
、
モ
モ

栽
培
一
筋
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
、
「
あ
か
つ
き
」
に
変

種
の
実
を
見
つ
け
た
佐
藤
さ
ん
は
、
つ

ぎ
木
し
て
苗
木
を
増
や
し
。
平
成
四
年

に
新
品
腫
登
録
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

「
紅
岡
兇
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
モ
モ

は
、
国
見
町
の
特
産
に
と
の
期
待
が
か

か
る
品
種
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
モ
モ

の
栽
培
と
品
種
改
良
の
努
力
が
認
め
ら

れ
た
結
果
で
す
。

今
年
の
農
業
賞
は
、
技
術
・
経
営
改
善

部
門
で
佐
藤
さ
ん
を
は
じ
め
五
農

家
、

二
法
人
、
農
村
女
性
活
動
部
門
で
二
団

体
、
農
村
冴
年
活
動
部
門
で
一
団
体
が

受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
で
佐
藤
さ
ん
は
、
禍
鳥
県

の
農
業
卜
傑
の
仲
閥
人
り
を
し
ま
し
た
。

名
前
が
決
ま
り
ま
し
た

国
見
町
大
木
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を

よ
ろ
し
く

七
月
九
日
、
人
木
戸
地
区
の
巾
央

集
会
所
の
名
称
審
査
会
が
開
か
れ
、

こ
の
施
設
の
名
称
を
「
国
見
町
大
木

戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
と
す
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

七
月

。
日
に
締
め
叨
ら
れ
た
名
称

募
集
に
は
、
保
介
園
児
か
ら
七
十
七

歳
ま
で
の
九
卜
人
が
応
募
し
二
（
十

三
件
も
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
つ
に

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
十

八
人
の

審
査
委
貝
は
、
た
い
へ
ん
な
様
ｆ
で

し

た
。

こ

の

セ
ン

タ
ー

は

七

月

末

に
完
成
し

、

八
月

下

句

か

ら
人

木

戸

季

節

保
育

所

が

始

め

ら

れ

る

と

と

も

に

、

。
般

の
方

々

の
使

用

も

で

き

る
ｆ

定

で

す
。

▲名前が決まった

国見町大木戸ふれあい センター



意
気
軒
昂

平
成
の
火
消
し

消
防
団
が
あ
る
か
ら
安
心

火
災
が
発
生
す
れ
ば
い
ち
９

く
現
場
に
駆
け
付
け
て
消
火
作
業
を
、
大
雨
が
降
れ
ば
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾

濫
を
警
戒
し
、
地
震
の
被
害
が
出
れ
ば
そ
の
復
旧
に
あ
た
る
と
い
う
よ
う
に
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

息
つ
く
暇
も
な
い
ほ
ど
の
活
躍
を
す
る
消
防
団
ご
（
月
九
日
、
そ
の
消
防
団
が
日
ご
ろ
行
っ
て
い
る
訓
練
の
成

果
を
披
露
す
る
定
期
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
定
期
点
検
に
は
、
団
員

。
。

百
人
、
消
防
ポ
ン
プ
叭
十
四
台
が
参

加
し
ま
し
た
。

藤
Ⅲ
小
学
校
校
曜
に
敕
ｆ
列
し
た
団

員
を
前
に
、
佐
藤
忠
美
団
長
と
統
監

の
冨
永
町
長
が
訓
示
を
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
艮
年
消
防
団
活
動
に

た
ず
さ
わ
っ
た
団
員
や
協
力
者
の
表

彰
と
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
通
常
・
機
械
器
具
点
検

や
各
個
・
小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を

き
び
き
び
と
披
露
し
、
平
成
の
火
消

し
の
意
気
軒
昂
ぶ
り
を
示
し
ま
し

た
。
国
見
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
に
対
応
す
る
た
め
、
国
見
町
消
防

団
の
充
実
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

同
見
町
の
消
防
団
員
は
、
現
在
二

百
六
十
二
人
。
五
つ
の
分
団
に
分
か

れ
、
私
た
ち
の
生
命
と
安
全
を
守
る

た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

受
賞

者
　
（
敬
称

略
）

★
勲
六
等
瑞
宝
童
　
仲
野
周
一
郎

★
消
防
庁
畏
官
表
彰

斎
麟
修
一

★
福
島
県
知
事
表
彰

高
橋
力
、
鳥
橋

．
古

、
羽
根
俊

．
、

古
田

義
正

．
宍
戸
惣

兵
衛
、
近
野
宿

多
、

近
野
宿
次

★
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

佐
藤
£
明

★
福
島
県
消
防
協
会
畏
表
彰

高
橋
昭

。
、
石

川
好

て

井
砂

誇

榮
、
高
橋

。
占
、
鈴

木
一
男
、
須
田

寛

：

松

川
和
男
、
渡

辺
茂
男

、
松

浦
新

く

遠
藤
久

幸
、
玉
手
元

治
、

村
ｈ

清
卍
、
松
浦
勝
占

、
後
藤
£

勝

★
伊
達
支
剖

長
表
彰

占
用
春
夫
、
高
橋
佐
七
、
八
島
敏

雄

、
大
波

良
一
、
松

浦
正
明

、
村
上

俊

弘
、
阿

祁
秀
男
、
渡
辺
一
郎

、
秡

澤
庄
太
郎
、
熊
皈
弘
、
商

野
忠
皿

、

穐
月

繁
、
膏

野
火

★
町
長
・
団
長
連
名
感
謝
状

近
野

富
多
、
斎
ｉ

榮

司
ぶ
（

戸
惣
兵

衛
．
小
島
利

夫

★
団
長
表
彰

赤

坂
正
弘

、
鳥
橋

一
男
、

佐
藤
浩

信
、
阿

部
洋
一
、
斎
藤
文
男

、
野
村

道
夫
、
安
麟
秀
心
、
菅
野
一

力
、
高

橋

修

て

紺
野
徼
、
占
田
誠

司
、
佐

藤
誠
、
菊
地
忠
良
、
佐
藤
一

皀
、
占

田

孝
夫
、
高
橋
芳
美

、
鈴
木

敦
、
高

橋

俊
郎
、
実
沢
孝

広
．
岩
城

勉
丿

叩

橋

一
博
、
松

浦
金

べ

ｔ

澤
令
雄

★
町
長
・
団
長
連
名
一
般
人
感
謝
状

八
巻
孝
雄

水
害
か
ら
み
ん
な
を
守
る

町
消
防
団
が

模
範
訓
練

六
月
十
一
．
凵
、
「
台
風
の
通
過
に

よ
り
、
阿
武
隈
川
が
警
戒
水
位
を
超

え
た
」
と
の
想
定
で
、
阿
武
隈
川
と

松
川
の
合
流
地
点
で
阿
武
隈
川
上
流

福
島
県
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
．多

数
の
関
係
者
が
見
守
る
な
か
．

町
消
防
団
員
は
Ｌ
の
う
を
並
べ
て
堤

防
か
ら
し
み
出
て
く
る
水
を
防
ぐ

『
月
の
輪
工
』
や
「
釜
段
工
」
な
ど
を

手
際
良
く
行
い
ま
し
た
。



遺族基礎年金

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年

金
加
入
者
や
加
入
し
た
こ
と
の

あ
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

そ
の
人
に
頼
っ
て
暮
ら
し
を
立

て
て

い
た
子
ど
も
が
い
る
奥
さ

ん
や
そ
の
子
ど
も
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

な～るほど

国民年金
～遺族基礎年金の巻～

川氏年金の騙礎年金には、老齢

恭礎年企。障宵基礎年金そして遺

族基礎年金の３つがあ ります。今

回は、遺族基礎年金についてお知

らせし ます。

年金係谷 85 ｰ2179

遺族基礎年金は次の場合に支給されます
・国民年金に加入していること

・国民年金の加入をやめた後でも、60歳以上65 歳未満で、日本に

住んでいること

・老齢襲礎年金を受けていること

・老齢基礎年金を受けられるだけの資格期間を満たしていること

年金額は?
きちんと 保険料を納めていないともらえません

国民年金の保険料を納めた期間が、同民年金加入

期間の３分の２以上必要です。

平成18年3月31日までは、亡くなった日までの１年

間に保険料滞納がなければ受給できます．

もらえるのはだれ？

・18歳未満の子どもまたはＩ級・２級の障害を持つ

20戯未満の子どもと一緒に生活している奥さん

・亡くなった人の18歳未満のｒども（１級・２級の

障客を持つ子どもの燭合は20歳未満）

ただし、子どもに対する遺族基

礎年金は、奥さんが遺族基礎年

金を受けている間や子どもが父

あるいは母と一緒に暮らしてい

る間は支給停止になります．

・奥さんが受けとる場合

�基本額 �加 算 額 �合 計 額

子どもが1 人いる奥さん �785 円�2 %.  网円 �01 円

子どもが2 人いる奥さん �7 時 5 円 �452 , 0 円 �123 乙 繝円

子どもが3 人いる奥さん �785 , 円�52 乙 3 円 �第 31a 円

・子どもが受けとる場合

�基本額 �加 算 額 �合 計 額

子ども１人のとき �785 , 円 �o 円�7  00 円

子ども２人のとき �785 , 円 �000 円 �1 , 011.500円

子ども３人のとき �78 円 �81.300円�, 086 , 88円

ね
え

ど
う
し
て
な
の
？

一
昨
年
の
業
績
不

振
が
響
い

て
。
昨
年
は
収
入
減
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
値
上
が
り
し
て

い
ま

す
。
ど
う
し
て
で
す
か
？

保
険
料
は
、
性
別
、
年
齢
、
所

得
額
な
ど
に
関
係
な
く
全
員
同
じ

額
で
す
。
個
人
の
収
入
な
ど
は
保

険
料
の
決
定
に
関
係
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
保
険
料
は
必
嬰
な
財
源
を

保
つ
た
め
に
、
物
価
に
ス
ラ
イ
ド

し
て
毎
年
改
定
さ
れ
ま
す
。



公
共
下
水
道
一
部
供
用
を
開
始
し
て

今
月
も
、
受
益
者
負
担

金
に
つ
い
て
の
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

一
筆
の
土
地
を
土
地
所
有
者
と

借
地
人
と
で
使
っ
て
い
る
場
合

の
負
担
金
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

こ
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
受

益
者
と
な
り
ま
す
か
ら
、
申
告

す
る
と
き
に
、
地
積
の
割
合
を
明
確

に
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
や
山
林
な
ど
も
負
担
金
の

対
象
に
な
る
の
で
す
か
。

賦
課
対
象
区
域
内
す
べ
て
の
土

地
が
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
国
見
町
で
は
農
地
や
山
林
な

ど
は
宅
地
と
し
て
使
用
す
る
ま
で
負

担
金
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
目
が
農
地

な
ど
で
あ
っ
て
も
現
在
の
状
況
が
宅

地
で
あ
れ
ば
負
担
金
は
支
払
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
を
受
け

た
と
き
、
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
も
負

担
金
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
　

ｇ

負

担
金
を

減
免
し

て
も
ら

う
こ

と
は

で
き

る
の
で

し
ょ

う
か

。

減
免
基
準

に
よ
っ

て
減
免
し

ま

す
。
学
校

、
宗
教

法
人
施

設
、
社

会
福

祉
施

設
、
墓
地

、
寺
社

の
境

内
、

集
会

所
、
生
活

保
護

法
に
よ

る
生

活

扶
助
を
受
け
て
い
る
人
が
所
有
あ
る

い
は
使
用
し
て

い
る
土
地

な
ど
に

限
っ
て
、
全
額
ま
た
は
一
部
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

私
道
は
減
免
さ
れ
な
い
の
で
す

か
。

建
築
基
準
法
に
よ
っ
て
道
路
位

毆
掬
定
を
し
た
私
道
や
こ
れ
に

準
じ
る
道
路
は
減
免
の
対
象
と
な
り

ま
す
か
ら
、
減
免
の
申
甜
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
一
個
人

の
私
道
に
つ
い
て
は
対
象
外
で
す
か

ら
、
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

負
担
金
を
滞
納
し
た
ら
ど
う
な

る
ん
で
し
ょ
う
。

滞
納
し
た
場
合
は
、
延
滞
金
も

併
せ
て
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
。
滞
納
処
分

が
あ
り
ま
す
。

受
益
者
が
変
わ
っ
た
と
き
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

土
地
の
売
買
、
相
続
、
賃
借
な

ど
で
受
益
者
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
受
益
者
変
更
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
以
降
の
負
担
金
は
、

新
し
い
受
益
者
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

土
地
の
名
義
が
死
亡
し
た
人
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

現
在
、
そ
の
土
地
を
使
用
し
て

い
る
人
が
い
る
場
合
は
、
そ
の

使
用
し
て
い
る
人
が
受
益
者
に
な
り

ま
す
。
使
用
し
て

い
る
人
が
い
な
い

場
合
は
。
相
続
人
が
受
益
者
に
な
り

ま
す
。受

益
者
負
担
金
の
納
入

受
益
者
負
担
金
は
口
座
振
替
で

納
入
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。口

座
振
替
に
あ
た
っ
て
は
、
預

金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま

す
。

★間い合わせ　 都市整備課 下水道係 谷 ( 85 ) 2 9 8 4

土地所有者の家

借地人の家

申 告のときに、地積 割合を明確にし ましょう。



ご
み

の
分
別
収
集
　
は
じ
ま
り
ま
し
た

『
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
』
は
、
製
造
業
者
（
嘔
業
者
）
・
消
費
者
・

巾
町
村
の
ご
み
収
集
に
関
す
る
心
任
分
担
を
明
確
に
し
て
、
ご
み
の
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
利
川
）
を
図
ろ
う
と
、
昨
年
六
月
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
国
見
町
で
は
。
今
月
か
ら
「
町
指
定
ご
み
袋
」
の
導

人
と
『
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
』
を
般
け
、
ご
み
の
減
Ｍ
化
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。

町
指
定
の
ご
み
袋

町
指
定
ご
み
袋
は
透
明
な
袋
で

す
。
す
で
に
地
区
の
ご
み
減
量
化
推

進
艮
が
各
家
庭
に
配
布
済
み
で
す
。

袋
に
は
町
内
会
名
と
氏
名
を
霄
い
て

く
だ
さ
い
。

指
定
ご
み
袋
は
、
ご
み
減
撒
化
推

進
員
が
年
二
回
程
度
購
入
希
望
の
取

ま
と
め
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
足

り
な
く
な
っ
た
と
き
、
町
内
の
特
定

商
店
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
十
枚

あ
た
り
百
十
円
で
す
。

町
指
定
ご
み
袋
で
出
す
こ
と
が
で

き
る
ご
み
は
次
の
も
の
で
す
。

タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
、
紙
く
ず

類
、
皮
革
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
、
紙
お
む
つ
．
貝
が
ら
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
生
ご
み
な
ど

＊
生

ご
み
は

生
ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
「
コ
ン

ポ
ス
タ
ー
』
で
処
理
し
ま
し
よ
う
。

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
購
入
費
用
の
寥
額

を
町
が
負
担
し
ま
す
。
購
入
を
希
望

す
る
方
は
、
住
民
課
生
活
環
境
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
容
器
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」
は
、
当
分
の
閥
、
町
指
定

ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。＊

収
集
日

藤
田
市
街
地

…
…
　
月
・
水
・
金
曜
日

そ
の
他
の
地
区

…
…
　
火
・
木
曜
日

資
源
ご
み

資
源
ご
み
は
、
紙
類
、
び
ん
類
、
缶

類
の
三
つ
に
分
け
て
廃
品
回
収
業
者

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
紙
類

新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

ー紙
パ
ッ
ク
な
ど

＊
缶
類

廃
品
回
収
業
行
が
回
収
す
る
空

き
缶
は
．
ア
ル
ミ
缶
の
み

＊
回
収
日

藤

Ⅲ

・
石

け
田

・
山
崎

地
区

…

…
　

毎

月
第

二
ｈ

曜
日

小

坂
・
森

江
野
・
大
木

戸
・
大
枝
地
区

…

…

毎

月
第

四
上

曜
日

＊
び
ん
類

’ビ

ー
ル
び

ん
、
ジ

ュ
ー
ス

び

ん

’透
明

な
酒
び

ん
な
ど

(紙パックは水洗いして切り開く) (ひもで十字に結ぶ〉

【資源回収団体報奨金はlkg 当たり５円 】

・回収 業者は、町内会ごとの資源ごみの叭さを計り、回収明細 ぶを

お渡しし ます。

・その明細ぶに基づ き、町から「資源回収t」体報奨金」を交付し ま

す。

1ボランティア団体の回 収】

・子ども 会。スポーツ少年団、如人会などによる資源ごみ回収もこ

れまでどお り推進しましょう。

・この場 合も 「資源回収団体報奨金」 を交付します。

ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス

ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
出

す
こ
と
が
で
き
る
ご
み
は
次
の
も
の

で
す
。

ス
チ
ー
ル
缶
、
蛍
光
灯
、
電
球

割
れ
た
び
ん
・
ガ
ラ
ス
類
、
陶

器
、
乾
電
池
、
黒
や
緑
色
の

Ｉ

升
び
ん
な
ど

＊
収
集
日

藤
田
市
街
地

…
…
　
毎
週
火
曜
日

そ
の
他
の
地
区

…
…
　
毎
週
木
昭
日

粗
大
ご
み

前
も
っ
て
申
し
込
み
を

＊
収
集
日

全
地
区

…
　
毎
月
第

二
・
第
三
水
曜
日

★
問
い
合
わ
せ

住
民
課

生
活
環
境
係

酋
（
8
5）
２
－

１
６



保健だより
'保健増進係　85-2783

わかちあう生きる喜び献血で

～９月２日(月)は国見町の献血の日です～

献 血 場 所
＊国 見 製 菓 前 午甎９ ～午薊11聘3()分

＊大岩機器工業所前 正午~午後1聘

＊生 協 国 見 店 前 午後2 時 15分～午殘3聘30分

＊朽 木 繊 維 前 午後霸 45 分～午後碣

１歳６か月児 検診

骸　　 当　　 幼　　 児 � 実　 施　　日 �受 付　時 間 � 会　　　　　　　　　　 場

平成ﾜ年1月　　

～平成ﾜ年3月生まれの幼児 �
９月５日(木) �午後1  時 30分～2 時 � 観 月台文化 センタ ー大 研修窒

〈 健診内容＞
☆内科・歯科の診察 、歯科衛生士による歯みがき指導 、生活保健指導 、身長・体重測定を行います。

☆母子手帳と １歳 ６か月児健診診査票（必要事項を記入）を忘れずに！

乳児健診

該　　 当　　 乳　　 児 � 実　 施　　日 �受 付 時 間 � 会　　　　　　　　　　場

3か月児／平成8年5月生まれの乳児9

か月児／平成7年11月生まれの乳児 �9
月26日(木) �午後1時30分～2時 �観月台文化センター第一和室

（ 健診内 容）

☆医師 の指導 ，身長 一体重測定 ，調乳，離 乳 ，家 族計画などについて。

☆田 子手帳を忘れずに！

ツベルクリン反応検査（ＢＣＧ接種 ）

該　　　当　　　 乳　　　児 � 実　　　施　　　方　　　 法

・平成８年１月１日～６月30日生まれの乳児

・４歳未満の未実施児 �

ツベルクリン反応検査を行い48 時間後に判定し 、陰

性（直径９ｍ以下）の場合にＢＣＧ接種を行います。

〈 おかあさんへ 〉

☆該当する お子さ んには 個別に 日程などをお 知ら せし ますが、４歳 未満のお子さん まで接 禰対 象とな り ま

す。

☆ツベルクリン 反応検 査を受け ていないお 子さんをお 持ちのお かあさんは 、９月20 日まで保健福祉課保健

増 進係 へお問い合 せください。

-
役
場
庁
舎
内
-

八
月
一
日
か
ら

禁
煙
タ
イ
ム

を
設
け
ま
す

（

月
一
口
か
ら
、
役
場
庁
舎
内
で
禁

煙
タ
イ
ム
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

禁
煙
時
間
中
は
、
職
員
は
も
と
よ
り
、

窓
口
に
お
い
で

に
な
っ
て
い
る
方
や
会

議
に
お
い
で
に
な
っ
て
い
る
方
も
禁
煙

と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
禁
煙
タ
イ
ム
は
、
午
前

と
午
後
の
二

回
で
す
。

★
禁
煙
時
間

●
午
前
九
畤
～
午
前
十
晧

一

午
後
一
時
～
午
後
三
晧

今後の予定

●育児教室（10月３日）

● ３か月児･ ９か月児

健診（10月24日）

● ３種混 合予防接 種

●ツベルクリン反応検査

● ﾎﾟﾘｵ 生ワクチン投与



ご用命は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

昨
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
国
見
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
通
常
総

会
が
五
月
三
十
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。唆

達
要
造
理
嘔
長
が
『
景
気
の
回

復
が
思
う
よ
う
に
逃
ま
な
い
中
に

あ
っ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

順
調
な
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
へ

多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
』
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
富
永
町
長
は
「
み
な
さ
ん
が

持
っ
て
い
る
優
れ
た
技
術
と
知
識
を

若
い
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
町
と
し
て
も
協
力
し
て

い
き

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
会
員
の
就
業
を
と
お
し
て
高
齢

者
が
持
っ
て
い
る
技
術
と
知
識
を
地

域
社
会
に
還
元
し
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
を
見
い
出
す
た
め
に
般
立
さ
れ

た
も
の
で
す
。

会
員
の
仕
嘔
ぶ
り
は
「
と
て
も
て

い
ね
い
な
仕
小
を
す
る
」
と
好
押
で

す
。
現
在
の
会
員
数
は
七
十
五
人
。

★
問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ｅ
（
8
5）
3
４
0
5

【 単 価表 】

甎　　種 �単位 � 単　価 � 魯　　 考

植木･魯鰉 �１時間 �900 円～ �残材運攤l別

大工（修繕） �１時間 �900 円～ �材料費洌

塗装 �１･蕁間 �900 円 �材料費別

除草（手作業 �｜時間 �600 円～

除草（機械使周 �１時間 �850 円～ �榎械損料・僣月代1時間150円

伐擇(機械使用 �１時間 �850 円～ �機餓損軻・燃料代１畤間150円

一般農耕軽作業 �１畤問 �65C 円～

Ｉ内外輕作業 �１時間 �600 円～

済掃（一般） �１時間 �600 円～

湧掃（油汚れ） �１時間 �7CX)円～ �材料費別

清掃 儀 地 ) �１区ｉ �axx)円 �広さで加算

案事‥F守・手伝い �１時間 �6 匐円～

病人付添(星間) �１時間 �6CX】円～ �盆、正月は20%加算

病人付添(夜間) �１畤問 �7(X3円～ �盆、正月は20%加算

ふすま張り（天袋･地袋） �１ 枚 �500 円～ �材科費別

ふすま張り｛並片面） �１ 紋 �1 円～ �材料費別

ふすま張り（中窓付） �１ 枚 �900 円～ �材科費別

ふすま張り（ガラスλ・臘広）�１ 枚 �1 円～ �材科費別

障子張り（ランマ） �１ 枚 �300 円～ �材料ｌ別

障子張り｛窓付き） �１ 枚 �400 円～ �材14費別

l 子張り（並） �１ 岐 �500 円～ �材料費別

陣子張り｛2 段張り） �１ 枚 �550 円～ �材料費別
●子張り(霍見がうス入･ 棍広) �１ 枚 �65C 円～ �軻棡費別

自岫車屋転 �１時間 �7Ci 円～

纂全・配遣 �１吟間 �600 円～

賞状冷書｛毛筆｝ �１ 枚 �91W1円～ �Ａ３・Ｂ４・Ｂ５・全文書

貫状1●賞｛毛筆｝ �１ 枚 �3(X)円 �部分書

幡孔桾栲状（毛兼｝ �｜ 相 �50 円 �本状・氏名と宛名書

はがき封書（毛筆） �１ 枚 �30 円～ �住所・氏名・郵便番号

職　　 稙 �単位 � 単 価 � 偏　　　 考

はがき封書（毛肇｝ �１　枚�30 円 �住所・事集所名・郵便番号

はがき封書（毛筆｝ �１　枚�40 円 �住所･事業所名･役職･氏名

はがき封書（ペン） �１　枚�15 円 �住所・氏名・郵便番号
饅良書・勵1 ・弔辞( 毛簟)�１　組�2 网円～

鷹札（毛筆） �１　枚�20 円

式次第（毛筆） �１　枚�2000円～

立盾板・横断幕 �１　枚�2000円～

ワープロ文書作成 �１時間�500 円～ � Ｂ５

一般事務 �１時問�600 円

鰹理事務 �１時間�650 円

和裁 �１　枚�4000円～ �生地・種顕による

【仕事を発注される方へ】

※この基準叭価を基礎として、発注者と人材センターが話し合って受

注単価を決定します。

※受注単位のほかに｡5 ％の聨務費を負樋していただきます。

※仕胼が完了後、人材センターより代金を請求しますから、請求の凵

から７口以内に納入してください。

【就業 の基 翠 】

※就業時間は、簾則として乍前９時から午後４時までとし ます、

※１日の就業時間は、Ｍ食時間のｌ時間を除き６時間とします。

※午前と午後にそれぞれ15 分間の休息時閥は帆業時間に含まれます。



交通安全・防犯の話題を３つ
そ
の

Ｉ

気
を
つ
け
ま
す交

通
安
全

五

月
一
。
卜
九
日

。
国

見
町

シ
ル

バ
ー
交
通
安
令

推
進
隊
の
定
期
総
公

が
閧
か
れ
、
鳥
齢
者
の
交
辿
事
故
防

比
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

シ
ル

バ
ー
交
通
安
令

推
進
隊
は
。

高
齢
者
の
交
通
安
全
講
習
会
や
二
輪

叭
安
全
運
転
競
技
会
な
ど
に
番
加
し
、

交
適
事
紋
肋
虍
へ
の
意
識
を
高
め
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
活
動
内
容
が
充
尖
し
て

い
る
こ
と

か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
令

閥
紙

に
紹

介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
二

かみさま事故をなくしてください

交通 事故を減らそうと、6  月 6 H 国 兇地区交通安

全懇話会が鹿島神社で 交通事故防ljご祈願をし ました．

･μ故防II;キャンペーンを展闘したり．広級11{で交通

安令を呼びかけてもなくならない交通il故．昨年．国

見踝1内で 発生した 交通!jS故は168 件．このうち亡く

なった人は３人．今年はすで に82 件発生し．２人が

亡くなっています．

｢ 神様．どうか交通 事故をなくしてください.｣

そ
の
三

安 心し て暮ら すた めに

桑折警察署管内の防 犯団体で構成する桑折地Iｘ防犯

協会連介会の総会が６月14 日、観月台文化センター

で開かれました。出席した冨永町長はr 防犯は行政だ

けでは対応できませ ん｡安心して 暮らせる町づくりに

協力 をお順いしたい亅 とあいさつ。

防犯連絡活動の強化や未成年者の非行防 止､健全育

成活動など。今年度の事業計画を決め ました。

県

政

モ

ニ

夕

ー

に

八
巻
孝
雄
さ
ん

今
年
度

の
県
政

モ
ニ

タ
ー
に

八
巻

孝
雄

さ
ん
（
徳
江

字
舘
ａ

）
が
選

ば

れ
、
五
川

二
太

一
．日
、
委

嘱
状
が

交

付
さ

れ
ま
し

た
．

県
政

モ

ニ
タ
ー

は
．
県
政

に
対

し

て
の

意
見

や
要

望

を
提

出
し

た
り

、

県
か

ら
送
付

さ
れ
た
質

問
游
に
・川
答

し
、
県
政
に

県
民
の

声
を

反
映

さ
せ

る
役

目
を
担

い
ま
す
．

今
年

度
の
モ

ニ
タ
ー

総
数
は
百
一
．

卜
丘

人
．
任
川

は
．唹
成

八
年
六
月

．

口
か
ら
平
成
九
年
五
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。

な
お
、
嘔
成
七
年
度
の
県
政
モ
ニ

タ
ー
は
紺
野
徴
（
藤
剛
字
南
5
2）
さ

ん
で
し
た
。

.緑の募金
ご慥力あ･|がri ごぎいｌ μ

みなさ んにご 協力いただいた

｢ 緑の 募金｣｡お かげさ まで目 標

額 を上回り まし た。あり がとう

ござい まし た。

募 金総額 4２２，５３４円

内訳　家庭募金　3∂6ﾀﾌ∂∂円

そ の 他　56  , 434円

寄付ありがとうございます

(敬称略)

山本　テル

東日本カラオケ教室



募
集
中

特

別

養

護

老

人

ホ

ー
ム
｛

仮

称

｝

梁
川
ホ
ー
ム

職
　
員

平
成
九
年
四
月
開
所
予
定
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
仮
称
）
梁
川

ホ
ー
ム
の
職
員
を
募
災
し
ま
す
。

★
募
集
職
員
（
人
員
）
・
資
格
等

事
務
員
（
二
人
）
　

商
等
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の

能
力
を
有
す
る
者
。

�
寮
母
・
寮
夬
・
介
助
員
（
二
八
人
）

夜
間
動
務
が
あ
り
ま
す
。

�
栄
養
士
（
一
人
）
　

管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
の
資
格

を
有
す
る
者
。

�
保
健
婦

’冊
護
婦
．
看
護
士
（
五
人
）

保
健
婦
、
看
護
婦
（
士
）
、
準
看

護
帰
（
士
）
の
資
格
を
有
す
る

者
。

�
生
活
指
導
員
（
四
人
）
　

社
会
福
祉
士
、
社
会
福
祉
主
事
、

介
護
福
祉
士
な
ど
の
有
資
格
者
、

ま
た
は
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で

三
年
以
上
勤
務
し
た
経
験
を
有

す
る
者
。

★
受
験
資
格

一

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
1
.四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
福
島
市
及
び
伊
達

郡
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
採
用
後

居
住
す
る
こ
と
が
確
実
な
者
。

一

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
職
種
に
よ

っ
て
は
資
格
免
許
を
有
す
る
こ
と

が
必
要
。

★
試
験
日
・
会
場

平
成
八
年
九
月
、
梁
川
町
内
で
実

施
す
る
”
ｔ
定
。

★
試
験
方
法

一

一

次
試
験

一

般
教

養
（
択

丿
式
・
筆

記

試
験
）

一

二

次
試
験

一
次

試
験
合

格

者
の

適

性
検

査
．

小

論
文

、
個
別

而
接

試
験

★
受
験
手
続
・
受
付
期
間

一
申
込
用
紙
は
、
信
達
福
祉
会
嘔
励

所
及
び
国
見
町
保
健
福
祉
課
で
交

付
。
郵
便
で
請
求
の
場
合
は
、
八

十
円
切
手
を
は
っ
た
宛
名
明
記
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

一
申
込
方
法

申
込
川
紙
に
必
嬰
寥
項
を
記
入

し
、
本
人
自
筆
の
履
歴
欝
（
市
販
）

を
添
え
、
信
達
福
阯
僉
事
務
所
に

提
出
す
る
こ
と
。
郵
送
す
る
場
合

は
、
八
十
円
切
手
を
は
っ
た
宛
名

明
記
の
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

一

受
付
期
間

平
成
八
年
七
月
十
五
日
か
ら
平
成

八
年
八
月
十
四
日
の
執
務
畤
閥

中
。
申
込
書
を
郵
送
す
る
場
合

は
、
八
月
十
二
日
ま
で
の
消
印
の

あ
る
も
の
に
限
っ
て
受
け
付
け

る
。

★
申
込
先

〒
９
６
９
－

１
６

桑
折
町
大
字
北
半
田
字

’
本
木
前

５
の
２

社
会
福
祉
法
人

信
達
福
祉
会

魯
（
8
5）
5
6
1

０

★
問
い
合
わ
せ

開
設
準
備
婁

梁
川
町
住
民
課
内
）

酋
（
7
7）
7
2
1
1

夢
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を

ち
ょ
う
だ
い

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

う
つ

く
し
ま
未
来
博

う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
県
民
運
動

の
シ
ン
ボ
ル
事
業
『
う
つ
く
し
ま
未

来
博
』
は
、「
う
つ
く
し
い
空
間
、
美

し
い
時
間
」
を
テ
ー
マ
に
匸

。十
一

世
紀
が
ス
タ
ー
ト
す
る
平
成
十
三
年

（
西
暦
二
〇
〇
一
年
）
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

会
場
は
須
貿
川
市
、
期
間
は
七
月

か
ら
十
月
に
か
け
て
の
約
九
十
日
閥

で
す
。

こ
の
未
来
博
で
は
、
質
の
高
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
火
現
を
可
能
に
す

る
新
し
い
地
城
づ
く
り
に
つ
い
て
み

ん
な
で
考
え
、
発
信
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
自
然
環

境
を
活
か
し
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
会

場
づ
く
り
や
多
く
の
人
が
参
加
、
創

造
し
て
い
く
新
し
い
博
覧
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
が
思
い
描
く

『
夢
』
や
『
未
来
博
で
は
こ
ん
な
こ
と

を
』
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
染
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
意
見
で

も
結
構
で
す
。
ど
う
ぞ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

１ａ

ん

Ｊ

ｃ

は

Ｉ

ア

イ
『

’

ど

’

フ
ぞ

い

★
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

〒
９
６
０
－

７
０

福
励
県
う
つ
く
し
ま
未
来
愽
協
会

雲
（
2
1）
7
０
9
４

お
と
う
さ
ん

お
か
あ
さ
ん

子
ど
も
の
こ
と
で

悩
ま
な
い
で

福
鳥
県
中
央
児
童
相
談
所
で
は
、

子
ど
も
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い

て
。
家
庭
や
学
校
の
相
談
に
応
じ
、

綱
査
や
診
断
、
児
嗷
本
人
や
保
護
者

に
適
切
な
援
助
を
行
う
相
談
会
を
閧

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
相
談
会
は
、

定
期
相
談
会
と
巡
回
相
談
会
の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。

★
相
談
内
容

養
護
・
保
健
・
肢
体
・
視
覚
・
忿

語

発
達
・
心
身
陣

害
、
精

神
薄

弱
、

自

閉
症
、
触
法

行
為
、
性

格
行
動

、

し

つ
け
、

不
立

校
な

ど

★
相
談
従
事
職
貝

医
師
、
児
童
福
祉
士
、
相
談
調
食

員
、
心
理
判
定
員
で
構
成
す
る
チ

ー
ム

定
期
相
談
会

一

日
時

毎
月
第
三
火
昭
日

一

会
場

福
鳥
県
中
央
児
童
相
談
所

巡
回
相
鮫
会

★
第
一
回

一

日
時

九
月
九
日
（
月
）

・

会
場

保
原
町
中
央
公
民
館

★
第
二
回

一

日
時

十
一
月
十
一
日
（
月
）

一

会
場

桑
折
町
民
会
館

★
相
談
申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

福
祉
係

き
（
8
5）
2
7
9
3

８月の心配ごと相談
相験したいことがあるときはお気軽にど

うぞ。秘密は守ります。

５日　 武 田　　勲・高 野 時 子

23日　 菊 地 平 助・佐 藤 洋 子

【場所】 役場 （２階） 相談室

【時司　 午前９時から12 時まで



国
見
町
職
員

（
高
校

卒

程
度

）

国
見
町
で
は
、
平
成
九
年
度
に
採

川
す
る
職
員
（
高
校
卒
程
度
）
の
募

集
を
し
ま
す
。

★
受
験
資
格

昭
和
五
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
平
成
九
年
三
月
ま

で
に
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
者

★
受
付
期
間

七
月
二
十
二
口
～
八
月
一
一
卜

．
凵

＊
郵
送
の
場
合
は
八
月
卜
九
日
消
印

ま
で
受
付

★
一
次
試
験
日
　

九
月
二
十
二
日

★
同
合
格
発
表

十
一
月
上
旬

★
二
次
試
験
日

一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

★
申
込
用
紙
の
請
求

申

込

用

紙
は

、

総

務

課
で

交

付

。
郵

便
で

請
求

す

る
場

合
は

、

封

筒
に
『
鳥
校

卒
程

度
試

験
申

込

用
紙

請
求

』
と

朱
澂
‥
き
し
、
ハ
ト

円
叨
ｆ

を
は

っ
た
宛
先

明
記
の

返

信

用
封

筒
を
同

封
す

る
こ

と
。

★
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
嘔
項
を
記
人

し
、
総
務
課
に
提
出
。
郵
送
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
鳥
校
卒
程
度

試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
、
ハ
ト

円
叨
１
を
は
っ
た
宛
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

受
験
票
を
受
領
し
た
と
き
は
、

最
近
六
か
月
以
内
に
撮
彫
し
た
本

人
の
写
真
一
枚
を
写
輿
欄
に
は

り
、
受
験
当
日
持
参
す
る
こ
と
。

★
問
い
合
わ
せ

総
務
課

庶
務
係

ａ
（
8
5）
2
1
1
2

シ
ル
バ
ー

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

★
テ
ー
マ

働
く
高
齢
者
、
奉
仕
活
動
を
し

て
い
る
姿
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

風
景
、
若
い
賤
代
と
の
交
流
。
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
、
老
人
ホ
ー
ム
で

の
生
活
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
と
ら
え
た
写
真
を
募
集
し
ま

す
。

★
応
募
資
格

県
内
在

住
の

高
齢
者

、
一

般
ア

マ
チ

ュ

ア
写
真

愛
好

家
、
老
人

ク

ラ

ブ
会

員
．
各
種

団
体
・
公
民
館
・

福

祉
施

設
な

ど
の

関
係
者

★
応
募
企
圃

キ
ャ

ビ
ネ

判

（
1
3
り
。
×
1
8
？

）

以

上
と

し
、
カ
ラ

ー
、
モ
ノ

ク
ロ

は

問

い
ま
せ

ん
。
ま
た

。
画

題
は

自

山
で

、
作

品
は

一
人

何
点

で
も

応

募
可

能
で

す
。

★
応
募
方
法

応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
人

し
、
応
募
作
品
一
点
ご
と
に
一

枚
、
作
品
の
裏
に
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
応
募
票
は
保
健
柵
祉
課
福
祉
係
に

あ
り
ま
す
。

★
締
切

嘔
成
八
年
十
月
三
十
日
（
水

）

★
審
査
結
果
発
表

入
選
者
個
人
に
直
接
通
知
す
る

と
と
も
に
、
地
方
新
聞
紙
上
で
発

表
し
ま
す
。

★
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
６
０

福
島
市
渡
利
字
七
社
宮
百
十
一

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

霖
（
2
3）
2
1
3
1

西
分
署
だ
よ
り

家
族
み
ん
な
で

火
の
川
心

今
年
に
入
り
伊
達
郡
内
で
は
．
火

災
が
多
発
し
、
焼
死
者
も
出
て
い
ま

す
．五

月
三
十
一
目
現
在
、
伊
達
竹
内

で
発
生
し
た
火
災
は
四
卜
六
件
．
こ

の
う
ち
丙
分
薯
管
内
で
は
卜
九
件
で

す
．町

ご
と
に
兄
て
み
る
と
、
伊
達
町

が
七
件
．
桑
折
町
と
国
見
町
が
そ
れ

シルバー写真展

(第12 回シルバーフォトコンテスト金賞作品)

シルバーフォト コンテスト に寄せられ た作品

を紹 介します。

★会場　福島ルミネ　オークルーム

★期間　平成８年１１月２２日から２４日

ぞ
れ
五
件
ず
つ
で
、
伊
達
町
と
桑
折

町
で
は
そ
れ
ぞ
れ

Ｔ
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

火
災
の
種
別
を
見
る
と
、
十
九
件

の
火
災
の
う
ち
建
物
火
災
が
十
七
件

と
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災
は
。
身
近
な
で
き
ご
と
で
あ

り
な
が
ら
、
自
分
と
は
関
係
な
い
こ

と
と
思
い
が
ち
で
す
。
油
断
大
敵
、

い
つ
自
分
の
身
に
降
り
か
か
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
家
族
み
ん
な
で
防
火

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

を
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

★
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
子
ど
も
の

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
ま

せ
ん
か
。

★
風
の
強
い
口
に
、
た
き
火
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

★
台
所
か
ら
離
れ
る
と
き
に
は
。
ガ

ス
の
火
を
消
し
て

い
ま
す
か
。

★
風
呂
を
わ
か
す
と
き
。
浴
槽
に
水

が
張
っ
て
あ
る
か
確
認
し
て
い
ま

す
か
。

一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
高
ま
れ

ぱ
、
火
災
の
多
く
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
自
主
防
災
の
気
持
ち
が
郤

生
え
た
と
き
、
本
当
の
防
火
が
で
淞

る
の
で
す
。



観月台

文化
情報

問い合わせ

生涯学習課　文化振興係　谷 85  ｰ  2676

★チケット取扱

観月台文化センター、　 ’

ＪＡ伊達みらい国見吝支店

親子映画館 「５等になりたい」
８月３日（土）午後１時30分開演

小学生以上　前売券500 円　当日券600 円

足 に障害を持つ小学生の女の 子が 、いじ めを 受けな がら も 、たく まし

く 成長し てい ＜姿を 描い たアニメ映画。

文部省選定作品 。

笹みどり歌謡ショー
９月28日（土）　チケット７月下旬発売
昼の部 午後２時開演　　夜の部 午後６時開演
全席指定　　前売券3000 円　　当日券3500 円

昭和40 年 、「女の舞台」 でデビュー。「下町育ち」「女の絶唱」「男

の 償い」「 母子舞い」などのヒット 曲がある 。

昭 和51 年と52 年に 病に 倒れる が 、その都度再 起を果た す。平 成７年11

月 。歌手生活30 周年を迎えた。

東北電力からのお知らせ 8月1日から

停電や電 気料金などの 問い合わせ 先が「桑折サ

ービスセ ンター」から 「梁川サービスセンター」

に変更になります。

★梁川 サービスセンター　 豐77－0044

案 内 図

東北電力
梁川サービ ス

センター

個人事業税のお知らせ

個人嘔業脱は。県内に事業所や事筋所を設け、物品販売業や

不動産賢付業など法令で定められている事業を行っている個人

に納めていただく畊の税金です。

納 税については、県税部から送付される納税通知斑により、

８月の卵１川分（納川限８月末）と11 月の第２剛分｛納期唄11

月末｝の２回に分けて納めていただくことになります。

ただし、年税額が１万円以下の増合は、８月に一括して納め

ていただくことになります。

お勧めします 口座振替納税

個人事業税については、金融槻関の預金口座から自動的に納

税できる口 座振廿の釧皮があります．ぜひ．ご利川ください、

なお、手続川紙は県税廊にあります．

★問い合わせ 県北地方振興局 県税餌

皿人事集税について…新 ( 21 ) 7636

口 座振 替に つい て…(  21〉76

申 込 み受 付中

やさしいまちづくり推進資金

高齢者や休の不自由 な人に配慮した民間の建物の新築、増改

築工事に、資金の低利融資を行っています．

★利串・融賢額

年串3 ％・5000 万円まで

★融資対象工事

商店、飲食店．旅館、理容所、美容所、秦μなど不特定 多畝

の人が利川する建物に、自動ドアやスロープ、叭イス川ト イレ

などを設置する工事など

★申込先
東邦餓行．福励観行、大東銀行、県内各信川金庫

★ 間い合わせ

・ 福鳥県長寿社会対策室 (  21  ) 72  〃



つうしん
国見町教育委員会生涯学習課

観月台文化センター

(  85 2676
FAXt(85)?270 乙

今
か
ら
楽
し
み
　
一
年
間
の
活
動

少
年
仲
問
づ
く
り
教
室
開
講

・平
成
八
年
度
少
年
仲
閥
づ
く
り
教

竃
の
開
講
式
が
六
月
八
日
。
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
町
内
各
小
学
校
の

四
年
生
以
上
の
児
嗔
を
対
象
に
、
学

校
や
学
年
の
異
な
る
集
団
の
中
で
、

仲
間
づ
く
り
に
必
要
な
基
本
的
能
力

を
身
に
つ
け
、
心
身
と
も
に
健
全
な

少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

開
甜
式
に
は
、
児
童
三
卜
人
の
ほ

か
父
母
二
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

鈴
木
公
民
館
長
、
斎
藤
教
青
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
大
槻
太
藤
田
小
学

校
畏
、
堀
江
通
小
坂
小
学
校
鎚
か
ら

励
ま
し
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
、
七
月
に
行
わ
れ
る
野

外
活
動
キ
ャ
ン
プ
研
修
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
一
年
川
の
学
習
計
画
と
、
教

室
生
と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

式
の
あ
と
。
自
己
紹
介
や
長
縄
跳

び
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

塩
屋
崎
灯
台
な
ど
を
見
学

.

～
阿
津
賀
志
学
級
～

阿
津
貿
志
学
級
春
の
研
修
旅
行
が

五
月
三
卜
日
。
七
十
一
人
が
参
加
し

て
火
施
さ
れ
ま
し
た
。
行
先
は
、
い

わ
き
小
名
浜
方
而
。
人
候
に
恵
ま
れ

午
前
八
時
に
二
台
の
バ
ス
で
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
。
東
北
・

磐
越
・
常
磐
と
。二
つ
の
高
速
迦
を
乗

り
継
ぎ
、
約
二
時
間
で
い
わ
き
巾
に

到
着
。
は
じ
め
に
美
空
ひ
ば
り
の
記

念
歌
碑
が
あ
る
壌
尾
埼
灯
台
を
見

学
、
急
な
石
段
を
上
っ
た
灯
台
か
ら

の
景
観
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
次
に
訪
ね
た
三
崎
公
園
の
マ
リ

ン
タ
ワ
ー
で
は
。
突
然
の
濃
霧
（
ガ

ス
）
で
視
界
が
悪
く
。
小
名
浜
港
を

望
め
ず
残
念
で
し
た
。

昼
食
は
小
名
浜
魚
市
場
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
新
鮮
な
沌
の
喞
を
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午

後

は
、
魚
市
場
を
見
学
、
お
み
や
げ
を

買
い
求
め
て
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
湯

本
ま
で
移
動
、
い
わ
き
巾
石
炭
・
化

石
館
に
到
着
し
ま
し
た
。
巨
大
な
首

艮
廬
や
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
砲
な
ど
の
復

元
骨
格
や
巨
人
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化

石
、
ま
た
全
閥
的
に
珍
し

い
化
石
展

示
室
で
石
炭
層
を
発
見
し
た
畤
か
ら

間
発
ま
で
の
年
衣
や
展
示
物
、
採
炭

方
法
や
坑
内
の
様
ｆ
を
表
わ
し
た
模

擬
坑
逆
な
ど
を
約
一
時
間
か
け
て
見

学
し
、
歴
史
と
動
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
変
遷
を
感
じ
と
り
ま
し
た
。

ま

た
。
眼
イ
ス
に
乗
っ
た
方
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
も
入
館
し
て
い
て
、
そ

れ
ら
の
様
？

を
日
の
当
た
り
に
し

て
、
福
祉
活
動
の
而
で
も
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
三
時
に
湯
本
を
出
発
し
、
帰

路
も
往
路
と
同
様
に
快
適
な
高
速
道

を
利
川
、
午
後
五
時
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
忠
ま
れ
た
楽
し
い
研
ほ

旅
行
で
し
た
。

阿
津
賀
志
学
級

交
通
安
全
教
室

六
月
四
Ｈ
、
阿
津
貿
志
学
級
交
通

安
全
教
賞
が
火
施
さ
れ
ま
し
べ

交
辿
安
全
教
室
に
先
立
ち
、
参
加

者
全
貝
で
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
除
草
奉
仕
作

業
を
行
い
ま
し

た
。
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
周
辺

は
、
三
卜
分
の
作
業
で
す
っ
か
り
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
で
は
。
は
じ
め
に

藤
川
駐
在
所
の
舟
山
部
艮
さ
ん
の
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。
身
近
な
問
題
を

只
体
的
に
話
さ
れ
、
は
じ
め
て
聞
く

駐
在
所
員
の
話
に
親
し
み
を
感
じ
ま

し
た
。
続
い
て
桑
折
警
察
署
交
通
主

任
の
近
藤
部
長
さ
ん
が
、
嘔
故
を
防

ぐ
心
構
え
に
つ
い
て
。
視
覚
、
心
、
動

作
、
装
備
の
四
点
に
絞
っ
て
学
級
生

の
を
場
で
話
さ
れ
、
た
い
へ
ん
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
交
通
安
全
教
室
に
は
、

百
ハ
ト

。
人
も
の
学
級
生
が
参
加
し

ま
し
た
。



生涯学習「
歯
と
健
康
な
体
」

に

つ

い

て

学

ぶ

第
三
回
子
育
て
教
室
は
「
歯
と
健

康
な
体
」
を
テ
ー
マ
に
六
月
七
日
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

講
師
は
町
内
小
・
中
学
校
の
校

医
、
神
津
武
志
先
生
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
学
級
生
（
お
か
あ
さ

ん
た
ち
）
二
十
七
人
が
早
々
と
集
ま

り
、『
子
ど
も
の
歯
と
健
康
』
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。神

津
先
生
は
、
小
中
学
生
の
歯
の

検
査
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
。
具
体
例

を
交
え
な
が
ら
熱
心
に
お
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

お
話
の
要
点

虫
歯

の
原
閥

は
、
食

べ
物

が
あ

っ

て
適

当
な
水
分

と
温
度

が
あ
る
こ

と
な

の
で

、
こ
の

う
ち
の

ど
れ

か

を
除

去
す

れ
ば

虫
歯
は

防
げ

る
。

三
食

後
に
歯
を
磨

く
こ

と
が
理
想

だ

が
、
な
か
な

か
難
し

い
。
夜

寝

る
前

に
し
っ

か
り
磨
く

だ
け
で
も

効

果
は
大

き

い
。
あ

と
の

二
回
は

う

が
い
を
す

る
だ
け
で

も
虫
歯
予

防

に
は
効

果
的

。

最

後
の
仕
上
げ
は

お
母

さ
ん
が
き

ち

ん
と
み

て
や

る
こ
と

。
小

さ

い

う

ち
は
、
練

り
歯
磨

き
を

つ
け
な

い
で
桁
で
こ
す

る
だ
け

で
も
良
い
。

指
を

吸
う

習
慣
は

、
歯
凌

び
を
悪

く
す

る
の
で
や

め
さ
せ

た
ほ
う

が

良

い
。
歯

並
び
が
悪

い
と

固

い
物

が

か
め
な

い
。
か
む

こ
と

は
脳

を

刺

激
し
、
脳

細
胞

の
発
達

を
促
す

大
嘔

な
行

為
だ

か
ら
、
物

を
う

ま

く

か
め
な

い
と

い
う
こ

と
は

。
脳

の

発
違

に
も

影

響
す

る
。

ま

た
、

消

化
吸
収
の
面

か
ら
も

健
康
な

体

づ

く
り

の
た

め
に
な

ら
な

い
。

・
歯

磨
き
を

含
め

て
、
子

ど
も
の

し

つ
け
は

お
母
さ

ん
の

役
日

。
お
母

さ
ん
は

「
家

庭

の
歯

医
者

さ

ん
」

で

あ
る
こ

と
を

肝
に

銘
じ
て

、
子

育

て
に
励

ん
で

ほ
し

い
。

こ
の
後
。
お
毋
さ
ん
た
ち
か
ら
も

質
問
が
出
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義
な

子
育
て
教
室
で
し
た
。

３
６
０
度
の

大

パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫

身
近
な
山
に
登
り
。
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
と
お
し
て
体
力
の
向
上
を

図
ろ
う
と
六
月
二
日
、
外
梯
山
町
民

登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
三
卜
九
人
は
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
を
午
前
七
時
に
出
発
、
磐

梯
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
ハ
方
台
登
山
口

に
午
前
九
時
に
到
着
。
早
迷
、
山
頂

（
標
高
一
（

一
九

）
を
目
指
し
、
残

雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
元
気
に
歩
を

進
め
ま
し
た
。

途
中
、
弘
法
清
水
で
お
い
し
い
わ

き
水
を
飲
み
、
約
三
時
間
を
か
け
て

全
員
が
頂
上
に
立
ち
ま
し
た
。

頂
上
で
は
昼
食
を
食
べ
た
り
。
記

念
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
、
三

六
〇
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
し
ま

し
た
。

行事のお知らせ

７月

s17 月16日固

・バウンドテニス教室

・くにみ女性教室（手芸グループ）

ss7 月17日伽

・町長杯ナイター野球大会

・＜にみ女性教室見学学習

悶７月18日悧

・阿津賀志学級（陶芸グループ）

117 月19日圖

一成人学級（文化施般見学学習）

117 月21日｛日3

・少年仲間づくり教室

（キャンプ オリエンテーション）

・県北スポーツ大会県北仙憾大会

ss7 月23日esd

・阿津賀志学績（和紙工芸グループ）

・パウンドテニス教室

SS7 月25日哨

・阿潭賀志学級（陶芸グループ）

117 月26日幽

・子育て教室（自主学習）

117 月27日Ｕ=j

・スポーツ少年団ソフトポール大会

S17 月31日困

・少年仲胃 づくり教室

（キャンプ研修、～ ８月２日）

８月

SS8 月２日圖

・子育て教室（水あそび）

IS8 月３日出

・親子映画館「５等になりたい」

IS8 月８日圍

・＜にみ女性教室 ．成人学級.  岡 津 賀志

学鍛合同学習

IS8 月12日川

－ジュニア仲間づくり教室 （開講式）



トランペットとピアノのハーモニー

坂井俊博・岡本愛子演奏会

ト ランペット とピ ア ノのデ ュオコンサート が６月

８日、観月台文化センターで開かれました。 シャン・

ユボー作曲の 「ト ランペットとピ アノのため のソナ

タ」 など７曲を、解 説を交えな がら演奏。

金管楽 器の 華麗な占色と流麗 なピア ノの旋 律が醸

し出 すハーモニ ーに、聴 衆はうっと り。

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て

花

い
っ
ぱ
い

国見町のいたるところで。たくさんの

人たちが花いっぱい運動を展開していま

す。

５月にまかれた種は、もう芽を出して

います。まもなく、きれいな花々が、道

行く人たちの[|を楽しませてく

れます。

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

雲
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江
野
小
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は
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、
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。
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時
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い
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の
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。

ま

つ

か

な

雲

は

、

太

陽
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い

だ
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［
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に

み
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作

文
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シド二ー五輪を目指しましょ！
Part2

６月 ５ 凵と ６日 の21･| 問 ． 中体 達

聡 介人 会 が闥 かれ まし た． 競 技睹||

は ．野 球 、サ ッ カー． 柔道 ． 新体 椪

な ど オリ ンピ ッ クの 艇|'|とほ ぼ|.‾I】じ

で す． こ れ までｰ'|ﾐ 懇 命 練Ｍし て き

た 選Ｉ た ちは ．絹 一杯の 竸妓 をし て 、

泣い た り 笑っ たlj ….

2 11 問 にわ たっ て 行わ れた 競技 の|

二位人 賞 矜と団 体 は5  月 に行 わ

れ たit i; 競技 のl; 位 人質 占と とも に

以北 人企 ．県 人 会へ と扈 みま す．

な お 、 臥北中 伊 校の1ﾓ なi覧幀 は 次

の とお り．

賣 伊達 支 部大 会

ｌ 位

リフト テニ ス(  体 :  男 ・女 り

1.個 人男了 鳥 橋封i介・叺,庫洋flD

4●S人夊ｆ 訟lll以ｆ・Ｔ･11沙希櫚Ｄ

２ 位

ソフ トポ ー－ル

ソフ ト テニ ス

{●S人 女f･ 佐 藤挑恵・体 藤 型 美輯}

３位

野球

バ スケッ ト ボーjﾚ ｇ攵fl

ソフ ト 孑ニ ス

4個 人舛f lII'||| 哮・lli講 如絹)

1･叶人夊ｆ 遠●芙|||・ ・赤廠|刳116 紕l

･;1 球

{ 複合91f 齢4こ･ 皀・黒 川和孝輜}

剣 油

( 雙励幔Ｈ　 占Ⅲ 実作)

柔 道

Ｃ女 に 48 以 卜 綾 商 槓 令恵)

( 女子56 以 上績 佐 藤真 余 美3

結
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４
・
さ
お
り

（
腺
田
光
暘
）

人口と世帯

人 口6 月1日現在
男　5.634人（-8）
女　6.046人〔Ｏ〕

1 L680人← 8 )

出生９人 死亡13人
転入15人 転出19人

世 帯

3,H8111.帯 ← 3 )

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

同

）
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山
）
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）

石

塚

義

博
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人
町
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）
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）
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戸
　
　

哲
6
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（
宮

朿
）

穂

苅
　
こ
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9
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（
本

町
）

大
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一
　
郎
　
9
0
（
第

九
）

鈴

木
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7
0
（
川

内
）

八

巻

光

雄
5
0

（
滝

山
）

奥

山

忠

雄
8
4

（
宮
町
南
）
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